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３
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
総
務
企
画

委
員
会
で
は
、
議
案
９
案
（
補
正
予
算

議
案
１
案
、
条
例
議
案
８
案
）
に
つ
い

て
審
議
し
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
津
田　
　

修　

〇
三
澤　

隆
一

　

中
座　

敏
和　
　

稲
川　

新
二

　

石
嶋　
　

巌　
　

尾
木　

恵
子

　

箱
守　

茂
樹　
　

赤
城　

正
德

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

◎
小
島　

信
一　

〇
小
倉
ひ
と
美

　

保
坂　

直
樹　
　

増
渕　

慎
治

　

真
次　

洋
行　
　

秋
山　

恵
一

　

榎
戸
甲
子
夫　
　

三
浦　
　

譲

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

総
務
企
画
委
員
会

■
議
案
第
５
号
■

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

◇
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
増
額
に
つ

い
て

福
祉
文
教
委
員
会

　

３
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
総
務
企
画

委
員
会
で
は
、
議
案
６
案
（
補
正
予
算

議
案
３
案
、
条
例
議
案
３
案
）
に
つ
い

て
審
議
し
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
５
号
■

令
和
元
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
12
号
）

◇
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
活
用
推
進
事
業

の
減
額
に
つ
い
て

付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
方

法
に
つ
い
て
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

か
ら
既
存
の
民
間
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
手
段
（
交
通
系
Ｉ
Ｃ
等
）

へ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
へ
方
針
転
換

が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
の
導
入
作
業
を
見
送
る

こ
と
と
し
、
減
額
と
な
っ
た
。

■
議
案
第
15
号
■

筑
西
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一

部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

は
防
水
塗
装
、
内
部
の
研
磨
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
、
照
明
の
水
銀
灯
か
ら

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
。
卓
球
場
は
昭
和
58

年
、
床
の
張
り
替
え
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
な
ど
全
面
リ
フ
ォ
ー
ム
。

■
議
案
第
６
号
■

令
和
元
年
度
筑
西
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

■
議
案
第
20
号
■

筑
西
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

�

総
務
省
の
方
針
転
換
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
、

マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
を
設
定
し
た
方
に

　

�
市
長
等
に
は
職
員
も
含
ま
れ
る
の

か
。

　

市
の
職
員
も
含
ま
れ
る
。

　

過
失
が
あ
る
場
合
の
免
責
に
つ
い

　

て
は
ど
う
か
。

　

重
大
な
過
失
が
な
い
場
合
の
み
、

一
部
免
責
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

過
失
の
認
定
は
誰
が
す
る
の
か
。

　

職
員
等
で
の
協
議
の
結
果
、
最
終

　

的
に
は
市
長
が
判
断
を
行
う
。

　

市
長
自
身
の
過
失
の
認
定
は
誰
が

　

す
る
の
か
。

　

職
員
で
協
議
す
る
が
、
最
終
的
に
は

　

�

市
長
の
判
断
と
な
る
。
そ
の
判
断

に
疑
義
が
あ
る
場
合
、
住
民
監
査

請
求
、住
民
訴
訟
、裁
判
等
に
な
る
。

　

�（
老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業
の
繰
越

明
許
に
つ
い
て
）
工
事
の
遅
延
の

原
因
は
。

　

�

基
礎
工
事
の
段
階
で
、
台
風
等
の

影
響
に
よ
り
地
下
水
が
増
加
し
て

お
り
、
排
水
作
業
に
相
当
の
日
数

を
費
や
し
た
た
め
。

　
�

不
妊
治
療
の
申
請
件
数
は
。

　

�
当
初
75
名
を
想
定
し
て
い
た
が
、

今
年
度
90
名
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。

　

�

協
和
中
の
改
修
内
容
と
体
育
館
と

卓
球
場
の
築
年
数
は
。

　

�

体
育
館
は
平
成
10
年
。
屋
根
、
外
壁

　

�

被
保
険
者
の
減
っ
た
理
由
と
推
移

は
。

　

�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ
の
移
行
、

社
会
保
険
加
入
要
件
の
緩
和
に
よ
る

も
の
。
被
保
険
者
数
は
平
成
30
年
度

の
平
均
で
２
７
，
８
９
６
人
、
今
年

度
２
月
１
日
現
在
で
２
５
，
７
５
６

人
で
あ
り
、約
８
％
減
少
し
て
い
る
。

　

�

次
年
度
の
保
険
料
へ
の
影
響
は
。

　

�

軽
減
が
あ
る
た
め
、
全
体
で
は
約

９
，
４
０
０
万
円
の
減
額
に
な
り
、

市
で
は
２
，
３
０
０
万
円
の
負
担

増
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

�

増
額
の
根
拠
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
12
月
ま
で

の
収
入
実
績
が
、
す
で
に
今
年
度

予
算
額
を
超
過
し
て
お
り
、
１
～
３

月
の
収
入
見
込
み
額
を
加
算
し
、
約

1
億
６
，
４
７
４
万
円
と
積
算
し
た
。
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◎
森　
　

正
雄　

〇
藤
澤　

和
成

　

田
中　

隆
徳　
　

大
嶋　
　

茂

　

仁
平　

正
巳　
　

堀
江　

健
一

　

鈴
木　
　

聡

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

〇
議
案
第
５
号

　

令
和
元
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
12
号
）

　

・
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

　

・
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

　

・
地
方
消
費
税
交
付
金
に
つ
い
て

　

・
県
西
総
合
病
院
組
合
医
療
収
入

　
　

に
つ
い
て

　

・
県
西
総
合
病
院
組
合
清
算
事
業

　
　

に
つ
い
て

　

・
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援

　
　

事
業
に
つ
い
て

　

・
強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総

　
　

合
支
援
事
業
（
被
災
農
業
者
支

　
　

援
型
）
に
つ
い
て

〇
議
案
第
13
号

　

筑
西
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

　

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

に
つ
い
て

　

・
公
表
方
法
及
び
内
容
に
つ
い
て

　

・
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ

　
　

い
て

〇
議
案
第
15
号

　

筑
西
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

　

一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

に
つ
い
て

　

・
損
害
賠
償
に
つ
い
て

　

・
免
責
に
つ
い
て

〇
議
案
第
21
号

　

筑
西
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

　

・
入
居
者
の
連
帯
保
証
人
に
つ
い

　
　

て

議

案

質

疑

　

第
１
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
に
対
す
る
質
疑
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。　

経
済
土
木
委
員
会

　

３
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
土
木

委
員
会
で
は
、
請
願
１
件
、
議
案
12
案

（
市
道
路
線
の
廃
止
等
議
案
２
案
、
補

正
予
算
議
案
４
案
、
条
例
議
案
６
案
）

に
つ
い
て
審
議
し
、
請
願
は
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
決
し
、
議
案
12
案
に
つ

い
て
は
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

■
請
願
第
１
号
■

「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中

小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
採
択
」
を
求
め
る
請
願

主
な
意
見

・
現
在
の
茨
城
県
の
最
低
賃
金
８
４
９

　

�

円
を
い
き
な
り
１
，
５
０
０
円
に
引

き
上
げ
る
こ
と
は
無
理
が
あ
り
、
段

階
的
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
中
小
企
業
支
援
策
に
つ
い
て
の
記
載

　

�

が
不
十
分
で
あ
る
。

　

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
不
採
択
と
す

　

べ
き
で
あ
る
。

■
議
案
第
５
号
■

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

◇
令
和
元
年
台
風
19
号
災
害
中
小
企

業
支
援
事
業
に
つ
い
て

■
議
案
第
８
号
■

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

◇
河
間
北
部
地
区
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
建
設
事
業
に
つ
い
て

　

�

減
額
が
大
き
い
理
由
は
。

　

�

こ
の
事
業
は
国
の
補
助
金
を
受
け
、

７
カ
年
事
業
で
進
め
て
き
た
。
最

終
年
度
で
あ
る
令
和
元
年
度
に
７

カ
年
分
の
事
業
費
の
総
額
が
割
り

当
て
ら
れ
た
た
め
、
事
業
の
完
了

に
伴
う
精
算
に
よ
り
減
額
を
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

�

対
象
者
は
。

　

間
接
被
害
を
受
け
、
工
事
の
進
捗
の

　

�

遅
れ
に
よ
り
売
り
上
げ
が
前
年
の

同
時
期
と
比
較
し
て
20
％
減
少
し

た
建
設
業
者
に
対
す
る
も
の
。

　

間
接
被
害
と
は
。

　

台
風
に
よ
り
建
物
、
設
備
に
被
害
が

　

�
発
生
し
た
も
の
は
、
直
接
被
害
。

台
風
に
よ
り
、
売
り
上
げ
が
減
少

し
た
も
の
が
間
接
被
害
で
あ
る
。
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